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中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービス

高畠町自動運転サービス

地域実験協議会を開催します！

平成２９年度に実施した、道の駅「たかはた」を拠点とした自動運転サー

ビスの実証実験の結果を踏まえ、町中心部において長期間の実証実験の
実施に向けて検討を行います。

国土交通省では、高齢化が進行する中山間地域における人流・物流の確保の
ため、「道の駅等を拠点とした自動運転サービス実証実験」を実施しています。
このうち、山形県東置賜郡高畠町では、道の駅「たかはた」を拠点とした短期間

の実証実験を平成３０年２月２６日から３月４日まで実施したところです。
今般、平成２９年度の実証実験を踏まえ、長期間の実証実験の実施に向けた検

討を行う地域実験協議会を開催します。

〇日時・場所
日 時：令和３年７月１５日（木）１０：００～１１：３０（予定）

場 所：高畠町総合交流プラザ ２階 研修室

（山形県 東置賜郡 高畠町 大字高畠９０６）

※ 将来的な社会実装に向け高畠町全体を広く捉え、今回より協議会の名称を「高畠町自動運転

サービス地域実験協議会」と変更しております。（旧名称：道の駅「たかはた」を拠点とした自動運

転サービス地域実験協議会）

※ 会議は公開です。ただし、カメラ撮影は冒頭のみ（挨拶まで）とさせて頂きます。

※ 取材にあたっては、マスク着用や手指の消毒のうえ、各社最小限の人数とし、新型コロナウイル

ス感染拡大防止にご協力お願いします。

※ 東北地方整備局 道の駅を拠点とした自動運転サービスＨＰ

http://www.thr.mlit.go.jp/road/koutsu/Michi-no-Eki/jidou-unten/index.html

※本実験は、内閣府戦略イノベーション創造プログラム（SIP）のプロジェクトの1つとして実施する

ものです。
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会場 位置図

場所：高畠町総合交流プラザ ２階 研修室
〒９９２－０３５１ 山形県東置賜郡高畠町大字高畠９０６

高畠町総合交流プラザ

高畠駅

出典：地理院地図に建物名等を追記して掲載


